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2024年 5月 21日 

各 位 

会 社 名 株式会社ＹＥ ＤＩＧＩＴＡＬ 

代表者名 代表取締役社長 玉井 裕治 

 （コード：2354 スタンダード市場） 

問合せ先 取締役執行役員 

 管理本部長 本松 隆之 

 （TEL．093－522－1010） 

 

 

株式会社豊田自動織機との業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社豊田自動織機(本社：愛知県刈谷市、代表者：取締役社長 

伊藤 浩一、以下、「豊田自動織機社」)との間で、業務提携契約を締結することを決議いたしましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

 

１．本提携の目的及び背景 

  物流業界では、ECの利用拡大による物量の急増、市場ニーズに合わせた多品種小ロット・時間指定納品な

ど、物流サービスのニーズが多様化しており、更に少子高齢化による物流労働人口の減少や、2024 年問題に

代表される労働時間制限の影響で、物流に携わる労働力不足が深刻化しており、倉庫における自動化ニーズは

急激に高まっております。 

そのような環境下、当社では中期経営計画（2022-2024）にて、AI・IoT 製品による事業規模・領域の拡大

を掲げております。特に物流領域における事業拡大を目指し、自動化設備やロボットの一元制御・同期を行う

倉庫自動化システム（WES（※））「MMLogiStation」や倉庫業務の意思決定支援ダッシュボード「Analyst-DWC」

の拡販など物流ＤＸ分野に注力しております。 

豊田自動織機社は、世界的 No.1のフォークリフトメーカーであり、国内では 1980年代から物流システムの

開発、製造、販売を開始し、自動倉庫や無人搬送車（AGV、AGF）を中心に優れた自動化機器を提供していま

す。近年は、少子高齢化に伴う労働力不足や eコマースの進展などを背景に、高まる物流自動化ニーズに応え

るために、欧米の物流システム会社を買収など、グローバルで物流ソリューション事業を強化しております。 

優れたマテハン機器（ハード）を提供する豊田自動織機社と倉庫自動化システム（ソフト）を提供する当社

が強固な関係を構築することにより、物流業界の更なるＤＸ化を目指してまいります。 

 

（※）WES とは、物流倉庫業務における基幹システムで、原料や在庫といった物の管理を行う WMS（倉庫管理システム）と、

倉庫内の設備のリアルタイム制御を行う WCS（倉庫制御システム）の間で、「物流現場の制御・管理に特化」したシステム。 

従来 WMSが行っていた現場の制御と管理を WESに分離することで、WMSの役割がシンプルになり、ロボット・自動化設備の

導入や作業手順の変更等、業務の変化にスピーディーに対応することが可能となり、倉庫における DXを推進できます。 

 

２．本提携の内容 

主な業務提携内容は以下の通りです。 

 

① システム開発 

豊田自動織機社が注文を受けた物流ソリューション案件のシステム関連領域において、顧客における

DX 化に一層貢献し、付加価値が高く、品質が確保された対象ソフトウエアの効果的、効率的な開発および提

供を実現すべく、協業スキーム・方針等を検討の上、連携して個別具体的な案件対応の実施を目指します。  
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② サービスビジネス 

当社が提供している IT カスタマサービスセンター「Smart Service AQUA」にサービス体制を整え、

フィールドで発生する様々な事象に迅速に対応し顧客満足度向上を目指すとともに、事象、用途、環境

など多くのデータの蓄積と可視化を行い、データに基づくアクションプランの立案や、データ分析によ

る製品品質の向上、新機能への展開に寄与する高付加価値のサービスを目指します。 

  

③ 販売支援 

当社が開発・販売する「MMLogiStation」や「Analyst-DWC」などの製品やサービス（以下、「当社ソフ

トウエア製品等」）について、豊田自動織機社の顧客に紹介することで、当社ソフトウエア製品等の販

売拡大を目指します。 

 

なお、今後とも、マーケットシェアの拡大、並びに物流業界が抱える問題解決に向けた取り組みを加速する

ため、新会社設立等、より一層の関係強化に向けた方策を進める可能性について、豊田自動織機と協議してま

いります。 

 

３．業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社豊田自動織機 

（２） 所 在 地 愛知県刈谷市豊田町 2丁目 1番地 

（３） 代表者の役職・氏名 取締役社長 伊藤 浩一 

（４） 事 業 内 容 繊維機械、産業車両、自動車・自動車部品の製造・販売 

（５） 資 本 金 804億円（2024年 3月 31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 大正 15（1926）年 11月 18日 

（７） 
大株主及び持株比率 

(2024 年 3 月 31 日現在) 

トヨタ自動車株式会社 76,600株 24.67% 

株式会社デンソー29,647株 9.55% 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)26,842株 8.65% 

トヨタ不動産株式会社 16,291株 5.25% 

豊田通商株式会社 15,294株 4.93% 

株式会社日本カストディ銀行(信託口)9,483株 3.05% 

日本生命保険相互会社 6,580株 2.12% 

株式会社アイシン 6,578株 2.12% 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 3,922株 1.26% 

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 505001 

3,496株 1.13% 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 
豊田自動織機社から当社に対し、物流ソリューションに

かかるシステム開発の委託を行っております。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 
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（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 22年 3月期 23年 3月期 24年 3月期 

 資 産 合 計 7,627,120百万円 7,821,185百万円 11,078,462百万円 

 
資本合計のうち、親会社の 

所 有 者 に 帰 属 す る 持 分 
3,928,513百万円 3,837,416百万円 6,045,759百万円 

 
1 株当たり親会社所有者帰属

持 分 （ 資 本 ） 
12,653.04円 12,359.66円 19,472.48円 

 売 上 高 2,705,183百万円 3,379,891百万円 3,833,205百万円 

 営 業 利 益 159,066百万円 169,904百万円 200,404百万円 

 税 引 前 利 益 246,123百万円 262,967百万円 309,190百万円 

 
親会社の所有者に帰属する 

当 期 利 益 
180,306百万円 192,861百万円 228,778百万円 

 １ 株 当 た り 当 期 利 益 580.73円 621.17円 736.86円  

 １ 株 当 た り 配 当 金 170円 190円 240円 

 

４．日 程 

（１） 本提携に関する取締役会決議日 2024年 5月 21日 

（２） 業 務 提 携 締 結 日 2024年 5月 21日 

 

５．今後の見通し 

本提携を通じて事業領域の拡大を図り、中長期的な企業価値最大化に向けて取り組んでまいります。 

なお、現時点では、業績への具体的な影響額については未定です。今後、公表すべき事項が生じ

た場合には、速やかに開示いたします。 

 

以 上 


